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は じ め に
モ ン ゴ ル 人 民 共 和 国(1992年 以 降 、 モ ン ゴ ル 国)は 、1990年 に70年 近 く に お よ ぶ 社 会 主 義 体
制 を 放 棄 し 、 政 治 お よ び 経 済 的 自 由 化 の 道 を 歩 み 始 め た 。 社 会 主 義 体 制 の 崩 壊 は 同 時 に 宗 教 の 自
由 化 を も た ら し 、 そ れ ま で た だ 一 っ の 仏 教 寺 院 を 除 い て 公 的 領 域 か ら厳 し く排 除 さ れ て い た 宗 教
活 動 が 自 由 に 実 施 で き る よ うに な る 。 宗 教 の 自 由 化 に よ っ て 在 来 の 仏 教 や イ ス ラ ー ム(注Dが
組 織 的 な 復 興 を 見 せ た だ け で は な く、 キ リ ス ト教 福 音 派 や モ ル モ ン 教 、 バ ハ イ 教 な ど 多 く の 外 国
宗 教 が モ ン ゴル に 浸 透 し 、 極 め て 多 元 的 な 宗 教 状 況 を 呈 し て い る[滝 澤2002]。 そ の よ うな 宗 教






であった。 しかし、社会のなかに 「宗教」とい う概念で対象化されるよ うな領域がはっきりと分







い うかたちで自己反省的な批判が進められてきた。例えば、T.ア サ ドは 『宗教の系譜』において、
あらゆる文化のなかに…般概念 としての 「宗教」を読み取ろうとする態度が、宗教をその他の社
会現象から制度的に切 り離 してお こうとする、西洋近代の規範に依拠 していることを暴き出した
[Asadl993=28]。 それ以外にも 「宗教」概念の非自明性や近代的性格に関する議論はますます盛
んになってお り、そのような反省はいまや一つの前提 となっていると言ってよい。 しか し、「宗教」
など諸概念の系譜学が蓄積 されていく一方で、それを踏まえつつより具体的な現象を如何に記述
するかとい う点についての理論づけは、未 だ十分になされているとは言えない。それに対して、
図 らず も宗教についての歴史的実験場 となった旧社会主義国モンゴルにおいて、「宗教」 という
概念が、まさに近代化を強 く志向す る批判的精神のなかで形成 されてきたばか りでなく、社会主
義体制崩壊後の宗教状況に極めて大きな影響を与えてお り、極めて示唆的な対象であると言える。
それゆえ、「宗教」をとりまく言説が社会に対 してもっ相互作用のメカニズムについてモンゴル と
いう事例をとりあげて考察することは、単に対象 としてのあるポス ト社会主義社会の考察 という
だけではなく、脱構築をも含め 「宗教」にっいて何かを語ろうとする宗教研究の実践的意義につ
いての反省をも含んでいるのである。
1.モ ンゴルの民主化 と 「宗教」
モンゴルにおける社会主義体制の崩壊 は、1989年12月10日 のモ ンゴル民主同盟(MOHron
Apg[{MncaHXon600)に よって行われた街頭集会に端を発する。は じめは小 さなものであった集
会は、東欧における民主化革命の影響も受けなが ら勢いを増 し、12月17日 、翌年1月14日 と回
を重ねるごとに加熱 した。1月21日 には、零下30度 という厳寒のなか、国会議事堂前のスフバー
トル広場で集会が行われた。社会主義の精神的中心として具現化 された広場での集会は、これま
での集会 とは異な り象徴的に重要な意味をもっていたが、政府は集会を表面上禁止 しっつも実際










と民主的な選挙の実施を早期に行 うことを求め、民主同盟幹部の10人 ほどがスフバー トル広場で
ハンガ・一 ・ス トライキに入 り、それを取り巻 く群衆も数百人に上った[高 瀬1992:212]。 それを
受け、早くも3月9日 には、党中央委員会のバ トムンフ書記長が人民革命党中央委政治局員の総
辞職を決定すると、12日 には、開催された中央委員会でr.オ チルバ ト書記長 と新 しい政治局員
が選出される。そして、3月23日 、モンゴル人民共和国憲法前文から 「モンゴル人民共和国の国
家的 ・社会的指導力は、全ての勝利者マルクスーレーニン主義理論を活動原理 とするモンゴル人
民革命党である」 とい う文言が削除され、ついに、1924年 のモンゴル人民共和国建国以降70年
近くにおよぶ人民革命党の一党独裁体制が崩壊することになるのである。憲法改正を受け5月10
日に成立した政党法によって、人民革命党、民主党、民族進歩党、緑の党、自由労働党が政党 と
して登録され、7月29日 にモンゴル初 となる複数政党制による自由選挙が行われた。9月3日 には、







義政策の転換は1988年 末の第5回 党中央委員会によって始められる。例えば、それまで公然 とは
祝 うことができなかった旧正月が1989年 から国民の祝 日とな り、モンゴル文字やチンギス ・ハー
ンの復権などが積極的に進 められる。宗教政策の転換は、民主化運動が加熱するさなかで行われ、









民 主 化 に よ っ てモ ン ゴル の宗 教 状 況 は 大 き く変 化 して き た。 人 民 革 命 党 の 態 度 も 、反 宗 教 政 策
か ら宗 教 擁 護 へ と大 き く転 回 し、 そ れ は1992年 の 新 憲 法 、 王993年 の 「モ ン ゴル 国 国 家 と寺 院 の
関係 に つ い て の 法(MoHFonyllcbiHTθpCYMXMIinrmHXapanuaaHblTyxaliXyyllb、 以 下 宗 教 法)」 に
お い て 公 式 に表 明 され て い く。 しか し、 党 に と っ て 、宗 教 政 策 の180度 の 転 回 は 決 して 容 易 い こ
とで は な か っ た。 そ こに は 、社 会 主 義 が70年 近 く に渡 って 創 り上 げ て きた 「宗 教 」概 念 の歴 史 的
な影 響 が あ っ た か らで あ る。 っ ま り、社 会 主 義 は一 貫 して 「宗 教 」 を 排 除 す べ き もの と説 き続 け
て き た の で あ り、 そ れ を否 定 す る こ とは 人 民 革 命 党 そ の も の を否 定す る こ とに 等 しか っ た の で あ
る。 それ ゆ え 、 人 民 革 命 党 は、 改 革 の 主 導権 を維 持 す る た め に 、 か な り慎 重 に 自 らの 宗 教 言 説 を
コ ン トロー ル して い く必 要 に迫 られ た。 本 稿 で は 、特 に 、新 聞 ・演説 ・法律 な どに お け る宗 教 言
説 を資 料 にそ の よ うな プ ロセ スの 分 析 を試 み た い 。 特 に 、民 主 化 運 動 が始 ま る1989年 か ら宗 教 法
が 成 立 す る1993年 末 ま で の 、人 民 革 命 党機 関紙 「ウネ ン(YH[)H)」 を 中心 に分 析 す る。 ウネ ン紙 は 、
1990年 時 点 で 発 行 部 数18万 部 の モ ン ゴル 最 大 の新 聞 で あ り[高 瀬1992:225]、 大 衆 に 対 す る党
の 公 式 見 解 を表 してい た 。
移 行 期 に お け る宗 教 言 説 の展 開 は 、概 念 を め ぐ る繊 細 な競 合 の 過 程 を あ る程 度 明 らか に して く
れ る。 そ の 際 、 次 の2つ の 点 に 留 意 す る こ とは 重 要 で あ る。 まず 、先 述 した よ うに 、 モ ン ゴル で
は 一般 的 な概 念 と して の 「宗 教 」 そ の も の が 、社 会 主 義 に よ って 形 成 され て き た とい うこ とで あ
る。 そ の事 実 が 、社 会 主 義 崩 壊 以 降 の人 民革 命 党 に よ る宗 教 言 説 を強 く規 定 して い っ た で あ ろ う
こ と は想 像 に難 くな い 。 そ れ に 対 して 、人 々 は 、社 会 主 義 に よ る反 宗 教 政 策 へ の反 応 と して 「宗
教 」 を レ トリカル に再 構 成 し、家 庭 とい う領 域 で個 別 化 ・多 様 化 した 祭 祀 を維 持 して き た の で あ り、
そ の よ うな構 図 自体 が ポ ス ト社 会 主義 の状 況 を受 け入 れ て い く前 提 と もな って い た[滝 澤2008]。
社 会 主 義 は 、一 般 的 な 「宗 教 」 とい う概 念 を西 洋 か らの翻 訳 に よ っ て作 り上 げ 、強 圧 的 な 反 宗
教 政 策 を通 して社 会 に …般 化 させ て き た。 さ らに 、 そ の よ うな 「宗 教 」 概 念 の 内容 とそ の 価 値 の
両方 を め ぐ る言 説 は 、 社 会 主 義 に よ って 一 元 的 に管 理 され て い た の で あ る。 そ の よ うな過 程 を 経
て 、 た とえ表 面 的 で あれ 、 「宗教 」概 念 は人 民革 命 党 のヘ ゲモ ニ ー に とって 不 可 欠 な ツ ー ル とな っ
て い た。 民 主 化 は 、 そ の よ うな 一 元 的 ヘ ゲモ ニ ー の崩 壊 を もた らす。 そ こで 、 モ ン ゴル に お け る
宗教 書 説 は 初 め て 多元 化 した の で あ る。 そ れ は 、人 民革 命 党 だ け で は な く、 ま た モ ン ゴル 全 体 に
とっ て も極 めて 重 大 な 事件 で あ っ た 。 な ぜ な ら、 民 主化 は 「宗 教 」 概 念 をめ ぐ る競 合 とい うか っ
て な い体 験 をモ ン ゴル に も た ら した か らで あ る。
2.移 行 期 に お け る 民 族 主 義 政 策 の 転 換
2.1.民 族 主 義 を め ぐ る イ デ オ ロ ギ ー 的 表 象
モ ン ゴル で は 、 ペ レス トロイ カ の影 響 を受 け 、1980年 代 後 半 か ら人 民 革 命 党 主 導 に よ る刷 新
(lllZH3u"3n)政 策 が 進 め られ て い た。 特 に 、1988年 末 に行 わ れ た第5回 党 中 央委 員 会 で は 、政 治
改 革 を 中心 とす る刷 新 の 加 速 化 が 唱 え られ(注2)、1989年 に入 る と、 民族 主義 の復 権 や 歴 史 の見
直 し作 業 が積 極 的 ・具 体 的 に着 手 され る よ うにな るの で あ る(注3)。
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1988年12A27日 、 人 民 大会 議 幹 部 会 に よ り1989年 か ら旧暦 に よ る正 月 を 国 民 の 祝 日にす る
通 達 が 出 され 、公 的 に は認 め る こ とが で き な か っ た 旧正 月 を 自由 に 祝 え る よ うに な っ た(注4)。
そ れ を皮 切 りに 、モ ン ゴル 文 字 や チ ン ギス ・ハ ー ン の復 権 な ど、社 会 主義 時代 に は 「プ ロ レタ リア ー
ト国 際 主 義 」 の 下 で 制 限 され て い た 民族 主義 の解 放 が始 ま る。
モ ン ゴル 文 字 は 、1941年3月 に 党 中 央 委 員 会 と閣 僚 評 議 会 の 合1司会 議 で 「ロ シ ア 文 字 を基 礎
に した モ ン ゴル 新 字 の作 成 と使用 に 関 す る 」決 定 が 出 され 、1946年1月1日 か らキ リル 文 字 の 完
全 公 用 文 字 化 が 実 施 され た 。 これ は、 ソ連 邦 全 土 に わ た る ロシ ア 文 宇 化 と い う大 き な流 れ の な か
に あ り、 民族 主義 抑圧 と国 際 主 義 一 ソ ビエ ト化 とい う文 脈 の な か で 行 われ た もの で あ っ た[田 中
1992:186、 鯉 渕1995:ll3-114](注5)。
1986年 に、 ル ヴサ ン ジ ャ ヴ教 授 に よっ て モ ン ゴル 文 字 学 習 書 が 作 成 され る と、1988年12月16
日モ ン ゴル 作 家 同盟 が オ トガ ・ゾ ヒオ ル ・オ ル ラ グ(YTra30XHOJIYp』ar)紙 を 通 じて モ ン ゴル 文
字 の復 活 を呼 び か け 、1989年 に は 、 モ ン ゴル 国 営 テ レ ビや 党機 関 紙 で あ る ウネ ン紙 や フ ドゥル ム
ル(XenellMep)紙 上 で 、 モ ン ゴル 文 字 講 座 な どが 開 始 され る よ うに な る。 例 え ば 、1989年9月
14日 に は 「モ ン ゴル 文 字 の 館 」 とい う記 事 の 中で 、
「聡 明 な知 性 を輝 かせ 、家 族 み ん な で 幸 せ に な ろ う」 とモ ン ゴル 文字 で書 かれ た大 き な 白い
ゲル が、 皆 の 目を引 い て い る。 これ は バ ガ ノール 区第10学 校 の モ ン ゴル語 ・文 学教 師H.ダ
シゼ ヴ ェ グ の根 気 強 い 労 働 に よ って 建 て られ た モ ン ゴル 文字 の教 室 で あ る。
こ の館 を 建 て た 目的 は、 生 徒 の 学 習 意欲 を 高 め 、 ゲ ー ム を使 っ て短 期 間 に 多 くの こ と を学
び 、 民族 の(YHnDCHMti)文 字 、 習 慣 、様 々 な遊 び を習 得 させ る こ とで あ る。 全 て の 用 具 に 民
族 的 特 徴 を反 映 させ 、他 の教 室 の 様 式 か ら根 本 的 に新 し く した こ とに特 徴 が あ る。
[YHDH1989/9/14]
と、学校 に お け るモ ン ゴル 文 字 教 育 へ の取 り組 み を評 価 して い る。 ま た 、10月29日 に は 、「伝 統 、
刷 新 につ い て の記 者 、作 家 の談 話 」 とい う特 集 の なか で 、 モ ン ゴル 文 字 教 育 につ い て 、
全 て の 民族 ・部族 に と って 、 そ の 特徴 は 母 国 語 とそ れ を表 す 黄 金 の 文 字 で あ る。 人 々 の
話 す 一 つ の 単 語 に と どま らず 、 僅 か な スペ ー ス に速 記 す る こ とが で き る 民族 の(YHnθCHzii)
文 字 は驚 くほ どす ば ら しい 。[YHDi{1989/10/29]
と、 民族 文 化 に と っ て欠 かせ な い 要 素 と して 文 字 を あ げ 、 そ の素 晴 ら し さ を讃 えて い る。 社 会 主
義 時代 に は 否 定 的 な 用 い られ 方 を され る こ と も あっ た 「民 族 的(YHAOCHmi=national)」 とい う言 葉
は 、 強 く肯 定 的 な ニ ュ ア ン ス を もっ て 用 い られ て い る こ とが分 か るだ ろ う。 そ して 、 文字 だ け で
は な く、 あ らゆ る 「民族 の伝 統(YHnDCHvatiy■aM)K■all)」 が積 極 的 に 賞賛 され る よ うに な る。
1990年 に民 主 化 が 始 ま る と 、民 主化 の象 徴 と してモ ン ゴル 文 字 の復 権 が全 面 に押 し出 され た こ
とは 至 極 当然 の成 り行 き で あ る。 な ぜ な ら、 モ ン ゴル 文 字 の復 活 は 、 民族 主 義 のイ デ オ ロギ ー 的
表 象 と して 、 も っ と も普遍 的 で 分 か りや す い か た ちだ った か らで あ る。 す で に1990年4月10日
に は 、「モ ン ゴル 人 民 革命 党 の刷 新 の た め に」 とい う見 出 し とと も に、ウネ ン紙 の表 紙 が 一噺 す る。
そ れ ま で の ウネ ン紙 は 、キ リル 文 字 だ け で題 字 が 書 か れ 、そ の上 に は 「万 国 の プ ロ レタ リアー トよ 、




ル国を繁栄させよう!」 と呼びかけられる(写 真2参 照)。
このような、民族主義的ニュアンスを帯びたモンゴル文字への回帰は民主化運動により一時期
高ま りを見せ、1991年5n30日 には、国家小会議により 「モンゴル文字の公用文字化およびそ
の準備」についての決議が採択 される。 しかし、モンゴル文字の公用文字化が、1994年 の実現を
目指 し政策が執行されるものの、様々な現実的困難に直面 し結局頓挫 して しまうことになる。
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写 真21990年4月10日 の ウ ネ ン 紙 題 字
一 方
、 チ ン ギ ス ・ハ ー ン も民 主 化 にお い て重 要 な イデ オ ロギ ー 的 表 象 で あ っ た。 社 会 主 義 時 代
に は 、 チ ン ギス ・ハ ー ン の 賞 賛 も公 然 と行 え な か っ た か らで あ る。 民族 主 義 に 対 す る抑 圧 が一 時
ゆ る ん で い た1962年 、 チ ンギ ス ・ハ ー ン の生 誕800年 を祝 う行 事 が 企 画 され た。 しか し、 突然 の
中止 と共 に 主 催 者 で あ っ た トゥム ル=オ チ ル が 「民 族 主 義 者(HallZOHanvacT)」 と して 粛 清 され る
こ とに な る(注6)。1963年 に チ ンギ ス ・ハ ー ン崇 拝 へ の 反 撃 が 再確 認 され る と、 それ 以 降 は公 然
と彼 を讃 え る こ とは で きな くな るの で あ る。 しか し、1980年 代 に 入 り刷 新 政 策 が始 ま る とチ ン ギ




1989年4月28日 には 『元朝秘史』がモンゴルの 「伝統的な」牧民の暮 らしを知るための貴重な
資料であることが紹介され、7月15日 には 『元朝秘史』の考古学研究について、11月25日 には 『元
朝秘史』にみられるモンゴルの伝統的な女性像について記事が載せ られる。
民主化後 もチンギス ・ハーンは民族主義の分かりやすい象徴として利用 され続ける。モンゴル
帝国建国800周 年に当たる2006年 には、スフバー トル広場の国会議事堂前にチンギス ・ハーンの
巨大な銅像が完成するが、そこは社会主義革命の英雄スフバー トルの霊廟の在所であった。2004
年、スフバー トル廟に安置 されたスフバー トル と 「独裁者」チ ョイバルサンの遺体は取り除かれ、








た 「プロレタリアー ト国際主義」の行き過ぎを非難 し、一方で民族主義の軽視を修正することで
あった。特に、それは1989年 から進められた 「歴史の見直し」作業 と密接に結びついている。「歴





統制 していたにすぎなかった。そのため、1952年 までの独裁的チョイバルサン政権や、1984年 ま
で後を引き継いだツェデンバル政権を批判することによって、民族文化の抑圧 をすべて彼 ら 「独
裁者」に負わせることが、少なくとも党の論理としては可能だったのである。











こ こで 、民 族 主 義 の抑 圧 は 、社 会 主 義 の 不 十分 な 理解 に よる誤 りで あ っ た とい うこ と が強 調 され 、
「社 会 主 義 を歪 曲 」 した 人 び と を切 り捨 て る こ とに よ っ て 、 社 会 主義 の 「正 しい 」 路線 へ の 復 帰
を 強 調 しよ う と して い る 。 この よ うな切 り捨 て の 作 業 は 、1990年6月29日 党 中央 委 員 会 全 体 会
議 に よる 「ツ ェデ ンバ ル の 取 り巻 きた ち の除 名 」 に よ って 一 段 落 す る(注8)。 そ の よ うな プ ロセ
ス に お い て も重 要 な意 味 を もっ て い た の は イデ オ ロギ ー 的 表 象 の 操 作 で あ っ た 。1988年12H31
日の 人 民 大 会 議 幹 部 会 通 達 に よ り、 そ の 名 称 か らス ター リン の語 が 削 除 され て い た 国 立 中央 図書
館 の 前 に は 、 高 さ4メ ー トル の ス タv-一リン像 が 立 っ て い た が 、 そ れ は1990年2月22日 と い う民
主化 の 比 較 的 早 い 段 階 で 倒 され る こ と に な る(写 真3参 照)(注9)。 ス ター リン像 の 撤 去 と い う
こ の 象徴 的 な 出来 事 は 、 民 主化 連 合側 の 勝 利 を意 味 す る一 方 で 、人 民革 命 党 自身 が 撤 去 の主 体 と
な る こ とに よ って 、 彼 らに とっ て は 、保 身 の た めの 大 きな 足 枷 とな っ て い た過 去 の 汚 点 を処 理 す
る こ とで もあ った 。 党 は 、 ス タ ー リン や チ ョイ バ ル サ ン を徹 底 的 に批 判 す る こ とに よ っ て 、党 自
身 が彼 らの 犠 牲 者 で あ る とい う印 象 を 生 み 出そ う と した よ うで あ る 。 それ と同 時 に 、 民 主 化 運 動
を触 媒 と しなが らも 、改 革 そ の もの は 人 民 革命 党 に よ る主 導 で行 われ てい る こ と を示 そ うと した 。
実 際 、 田 中克 彦 が 指 摘 す る よ うに、 民 主 化 に お い て人 民革 命 党 が とっ た戦 略 は 、 「自 ら言 い 出せ な













、 ス ター リ ン批 判 と対 照 的 に、 正 しい社 会 主義 回 帰 の 象 徴 と して 動 員 され た の が レー ニ ン
主 義 で あ る。 改 革 が 本 格 化 す る1990年4月 は 、 レー ニ ン生 誕120周 年 と璽 な り、 ウネ ン紙 上 に
は 「レー ニ ン 主義 者 的 改 革 」(1990/4/10)、 「今 日こそ レー ニ ン を 」(1990/4/22)、 「レー ニ ン と レー
ニ ン主 義 を守 ろ う」(1990/6/6)と い う文 字 が 躍 る こ とに な る(注10) 。
人 民 革 命 党 の論 理 が い か に表 面 的 で あ ろ う と も、 そ れ は あ る程 度 モ ン ゴル の状 況 を 反 映 した も
の で あ っ た 。社 会 主 義 時 代 に は 、モ ン ゴル は 実 質 的 に は ソ ビエ トの強 い影 響 下 に あ った 。そ こに は 、
中国 と ロ シ ア とい う大 国 の あい だ で か ろ う じて 独 立 を 維 持 す るた め に、 そ れ が何 で あ るか も分 か
らな い ま ま 杜 会 主 義 を受 け入 れ ざ る を え な か っ た歴 史 的要 因 が あ っ た の で あ る。1980年 代 に進 め
られ た 刷 新 は ソ ビエ ト主 導 の も の で あ っ た が 、1990年 に始 ま る民 主 化 の プ ロセ ス は 脱 ソ連 の プ ロ
セ ス だ っ た 。鯉 渕信 一 も指 摘す る よ うに 、自 らの 文 化 ・伝 統 へ の 回帰 運 動 、さ らに は チ ン ギ ス ・ハ ー
ンの復 権 や モ ン ゴル 文 字 、 ラ マ教 な どの復 活 な どは 、 「これ らす べ て 、 開接 的 にせ よ ソ連 に よ って
抑 圧 され て い た こ とか ら、 「脱 ソ連 」 「反 ソ連 」 運 動 の 象 徴 的 役 割 を果 た して い る」[鯉 渕1990:
80]と 言 う こ と もで き る。 そ の動 き は 、モ ン ゴル 駐 留 ソ連 軍 の 撤 収 に よ っ て加 速 し、1991年12月
の ソ ビエ ト連 邦 解 体 に よ っ て 完 全 に そ の くび き か ら解 放 され る こ とに な った 。1992年2月12日
発 効 の 新 憲 法 に よ っ て 国名 が モ ン ゴル 国 とな る と、 人 民 革 命 党 自体 につ い て も、2月 か ら3月 に
か けて の 第21回 党 大 会 の議 論 を経 て 、社 会 主 義 路線 が 完 全 に 放 棄 され る。4月 に採 択 され た 総 選
挙(6H30日)に 向 けて の綱 領 か らは 、 もはや 社 会 主義 の 言葉 は 姿 を 消 して い た。 この よ うに 民
主 化 は 内 的 過 程 で あ る と同 時 に 、 ソ ビエ トの圧 力 に 関係 す る外 的 な 過 程 で もあ っ た。 しか し、 「脱
ソ連 」 と民 族 主 義 の 拡 大 は 、人 民 革 命 党 自身 の 立 場 を危 うく しか ね な い もの で もあ っ た の で あ る.
1990年3月 か ら始 ま る人 民 革 命 党 指 導 部 の人 事 一 新 、 一一党 体制 放 棄 の 憲法 改 正 、 お よび5Aの
多 党 制 総 選 挙 は 、全 て人 民革 命 党 に よ る主 導 の 下 で進 め られ て い く こ とに な る。 そ の な か で 、 多
くの 改 革 に論 理 的 な 正 当化 が 必 要 に な っ て くる が 、イ デ オ ロギ ー に 関 係 す る 問題 につ い て は 十 分
な 慎 重 さが 求 め られ た。 そ れ ゆ え、この 時期 の ウネ ン紙 の文 面 に は、繊 細 な 統制 の努 力 が見 られ る。
しか し、 民 族 政 策 の 批 判 に関 して は、 あ る ・っ のお 手 本 が存 在 して い た。 それ は 、1956年2月 に
ソ ビエ ト連 邦 第20回 共 産 党 大 会 で 行 わ れ た フル シ チ ョフ に よ る ス タ ー リ ン批 判 で あ る。1990年
に お け る民 族 政 策 の転 換 に お い て は、 行 き過 ぎ た個 人 崇 拝 へ の 攻 撃 、 そ して レー ニ ン 主義 へ の 回
帰 とい う、 ス ター リン批 判 時 そ の ま ま の レ トリ ック が援 用 され て い る こ とが 明 らか で あ っ た。 そ
れ に対 して 、 「宗 教 」 を正 当 化 す るた め の 論理 的 モ デル は 、人 民 革 命 党 の これ ま で の歴 史 の ど こ を
探 して も見 つ け る こ とは で き な か っ た。 そ もそ も、 「宗 教 」 概 念 そ の もの とそ の 言 説 が 社 会 主 義 に
よっ て 作 り出 され 、一 元 的 に厳 密 に管 理 され て い た か らで あ る。 そ れ ゆ え、 宗 教 政 策 転 換 の言 い
訳 に は 、 人 民革 命 党 の 一層 涙 ぐま しい努 力 の跡 が読 み 取 れ るの で あ る。
3.宗 教 政 策 転 換 と 宗 教 言 説
3.1.民 族 主 義 政 策 と宗 教 政 策 の ズ レ
これ ま で の 研 究 報 告 や 記 事 で は 、 民 主 化 、 脱 ソ連 化 と い う流 れ の な か で 民 族 主義 政 策 の転 換 と
宗 教 政 策 の 転 換 が 区別 して論 じ られ た こ とは ほ とん どな い と言 っ て よい。 宗 教 政 策 は 、民 族 主義
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移行期モンゴルにおける宗教言説とヘゲモニー
政策の一部 として捉えられることがほとんどだからである。 しか し、正当化の論理構造に注意 し
て見てみると、両者にはかなりのズレがあることが分かる。それは、反宗教政策が、革命 当初か







冬の最後の月の29日 、全ての家庭は、煙や土、埃をはたき、近所を掃除 し、食事を準備 し
よい馬に捧げ、聖なるたてがみを整え、新 しい鞍を出し、オールガ 〔ウマを捕 らえるための輪
の紐がついた竿〕の繋ぎ目をっないで、輪を結び、綺麗な着物を着て準備 を整え、冬の最後の
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旧正月の朔日の祭式には、宗教 と関係するものはすこしも存在 しない、祖先より受け継がれ





















、反宗教政策 を転換 させることは切迫 した課題であった。民主化の勢いに乗って宗教の
自由化をも掲げる民主同盟に対抗 して、人民革命党が改革の主導権を維持するためには、宗教へ
と向か う大衆の支持を取り込むことが必要不可欠だったからである。
宗教政策の最初の転換は、スター リン像が倒 されたまさにその日、1990年2E22日 の 「いく
つかの寺院を復興 させ ることにっいて」の人民大会議決議に始まる。それによってセ レンゲ県の
アマルバヤスガラン寺院、ハ ラホ リンのエルデネゾー寺院の2つ の仏教寺院、およびバヤン=ウ
ルギー県のイスラームの1つ のモスクが宗教活動を再開することを認められる。
このよ うな政策転換にみ られるように、もはや 「宗教」を否定し続けることができないことは、
党にとっても白明だった。 となると、政策的な転換に対 して論理的な正当化をどのように行って
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て い る。 他 方 で 、 復 興 に関 して 、 国 が 長 年 に わ た っ て 大 き く尽 力 し、何 百万 トゥグル グ も注
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ぎ込んできた結果、エルデネゾー、アマルバヤスガラン寺院が法要 ・礼拝の利用に耐えられ
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バヤン=ウ ルギー県のセンターにおいて、イスラーム寺院が1960年 代まで活動 していた。
それを復興することについての地方の信者たちの請願も、人民大会議幹部会は考慮したので
ある。〔傍点は引用者による〕[YHoH1990/2/251
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党は、寺院や宗教に対する関係 を見直す必要がある。宗教は当該人民の民族文化の不可分
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な構成要素である、とい うことを承認しなければならない。 これについて人民革命党が依拠
すべき原則は、宗教と寺院の内部の問題に党が干渉することをやめ、人々の信仰する自由を
尊重 し、信者の宗教的慣習に障害となるような干渉を行わず、彼 らを監視 した り疑念をもっ
た りせず、彼らの尊厳を辱めるようなことをしないことにある。それと同時に、信心を悪用
して他人を苦しめること、宗教を利益獲得のための道具 として不誠実に利用することなどと
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ
闘い、科学的無宗教プロパガンダを人権 と人道主義に即 したかたちで行 う権限をモンゴル人
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民 革命 党 に 残 す こ とを 申 し添 え て お く。 〔傍 点 は 引用 者 に よ る〕[YH3H1990/4/11]
r.オ チル バ ト書 記 長 は 、 信 教 の 自由 を尊 重 す る態 度 を確 認 しな が らも、 一方 で 、 あ くま で 「無
宗 教 論 」 の立 場 自体 を崩 して は い ない 。 そ もそ も、社 会 主 義 自体 も憲 法 で は 信 教 の 自由 を保 障 し
て い た の で あ り、この 論 理 自体 は 社 会 主 義 時 代 と全 く変 わ っ て い な い の で あ る。 興 味 深 い の は 、「宗
教 」 を積 極 的 に見 直 す 理 由 と して 、 そ れ が 「民 族 文 化 の不 可欠 な構 成 要 素 で あ る」 と い う こ とを
強調 して い る点 で あ る。 先述 した 旧正 月 の 記 事 で は 、肯 定 的 な 「民 族 」 お よび 「伝 統 」 と否 定 的
な 「宗 教 」 は 決 して 相 容 れ な い もの で あ った が 、 こ こ で は 、社 会 主 義 と して は 肯 定 し得 な い はず
の 「宗 教 」 が 「民族1の 一 部 とな る こ とに よ って 、 「見 直 され るべ き」 もの 、 つ ま り肯 定 化 され得
る もの に 変 化 して い る の で あ る。 これ は 穏 当 な論 理 の よ うに思 われ るか も しれ な い が、 実 は重 大
な 問題 を秘 め て い る。 なぜ な ら、 この 論 理 は 「民族 」 の 一部 と して は捉 え られ ない よ うな 「宗 教 」
につ い て は該 当 しな いか らで あ る。 この こ とは 、 後 々 大 き な 問題 を 引 き起 こす こ とに な る。
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宗 教 を め ぐる言 説 は時 を追 うに っ れ て 一層 肯 定 的 に な っ て い くが 、 「民族 」 の 一一部 と して の 「宗
教 」 とい うニ ュ ア ンス は よ り強 め られ て い く。 例 え ば 、民 主化 に よ る 政府 改組 に よ っ て首 相 に な っ
た ゴ ンガ ー ドル ジは 民 主 同 盟 に よ る抗 議 のハ ン ガ ー ・ス トライ キ に対 して 次 の よ うな 声 明 を出す 。
モ ン ゴル 民 族 の歴 史 的伝 統 、 民族 的 習慣 、 客 を 手厚 くも て なす 寛 容 な思 想 、柔 和 で 友 好 的
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な関係 を重んじる道徳、慈悲深さ、宗教の教えなどに反する、ハンス トとい うこのような非





場から、宗教について社会主義時代の誤 りと政府が採 るべき政策について細かく論 じられている。
その歴史記述には、これまで指摘 してきたような党の論理が凝縮 されている。少 し長 くなるが以
下に引用する。
1921年 の人民革命に勝利 したのち、モンゴル人民革命党および人民政府が宗教 とどのよう
な関係 をもつべきかという、極めて厄介な厳 しい問題に直面した。つま り、革命の初期にお
いて、モンゴル人民党 と人民政府は、宗教と寺院に関して遂行すべき政策について、何より




命の民主化段階の一・一般的 目標 としての農奴制追放、封建階級の搾取と政治 ・経済的特権の排
除、さらに、人民政府を強固にするプロセスのなかで、次第に解決すべき問題 として柔軟に
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取 り扱 われ た。 成 功 した 部 分 も あ っ た が 、 ・一方 で 、 党 の指 導 に よ る政 治 文 化 、マ ル ク ス 主 義
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理論および経済学の教育が不十分だったために、社会主義を短い期間に簡単に作 りあげるこ
とができる、というような素朴でぞんざいな見解、想像がはびこっていたのである。他方で、


















市民の崇拝の民主的権利 を完全に尊重 し、復活 させ、国家と宗教のあいだの関係を法学の
国際基準に則って決定す るために、何よりも先に現在まで従ってきた 「宗教を政治から区別
す ることについて」の1934年 から1936年 の古い法律を無効にし、この改革の時代の要求に
見合った法令を協議、制定することが不可避的な要請となっている。 〔中略〕
マルクス主義的無宗教研究と無宗教論プロパガンダの時代遅れな方法、形式、内容を見直




実際の生活を観察すると、現在の信者の様態、心理はかつての1950～70年 代 ごろか ら著
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詳細な調査を実施 し、新たな状況に見合った無宗教プロパガンダの最 も適 した方法、オプショ
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で人道的かっ慈悲に満ちた考え方を尊重 してきた。 〔中略〕このように、仏教は全人類の根
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元的な価値の一つである人道的な慈悲の考え方を含んでいるため、その道徳が全ての面で共
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産主義に反すると考えるかつての型にはまった教条主義の方向性は否定し、これら2つ の原
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理の類似点および相違点について比較 した上で、信者および大衆 との友好的な議論の場を設
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定 し、よく考慮 した上で無宗教プロパガンダを遂行することが、時勢に即 した実 り多いや り
方であると思われる。マルクス主義的無宗教論プロパガンダの慈悲的な方法とは、自然 ・社
会現象の因果律を科学的唯物観の立場か ら忍耐強く人民に説明 し、信 じさせることであり、






















人々の人気をうるために 『演技』 しているのではないのか。なぜ仏教文化、宗教や寺院を復活 さ









7、人々の黒く固くなった心を呼び覚まし、衰退 して しまった道徳 を清め、正 しい方向に向かっ
て悪行 と善行を区別できるようにするため、
8、人を敬 う素晴 らしい しきた りを継承 していくために宗教、寺院を復活させ、人々に信教
の自由を享受 してもらお うと考えたのは、大統領になれば誰 もがなすべき責務であっただ
ろう。[オ チルバ ト2001:276]
彼は、社会における宗教の道徳的役割を強調 しているが、2か ら4の 理由には、宗教弾圧の主体
であった人民革命党が自らの過去を清算するために、「民族」や 「伝統」の一部 としての 「宗教」(=




た。次節で詳 しく論 じるが、1992年 の新憲法に盛 り込まれた 「国家は宗教を尊重し、宗教は国家









4,法 をめぐる宗教言説 の展 開
4.1.新 憲法 に規定 され た 「宗教の尊重」
1992年1月13日 に施行 された新憲法は、政治的民主化の 一つの到達点であった。そこで、「モ
ンゴル人民共和国」は 「モンゴル国」となり、モンゴル政府は完全に社会主義 と決別す ることに
なる。その新憲法では、第9条 において国家 と宗教 との関係が規定された。
第1項 モンゴル国においては、国家は宗教を尊重 し、宗教は国家に敬譲を払わなければな
らない。
第2項 国家機関は宗教活動に従事 してはならず、また寺院は政治活動に参加 してはな らな
い。
第3項 国家 と寺院の関係を法律によって調整する。
また、第14条 で信仰による差別の禁止、第16条 で宗教を信仰する/信 仰 しない自由が明記さ
れる。これらの条項は、ほぼ全員の賛成によって採択 されている。
1991年12H30日 の草案審議段階で、第9条 に、さらに第4項 目として、「モンゴル人民共和国は、
仏教の優先的地位 を認める。これは国民の うち他の信仰を有する一部の人びとが宗教的儀礼を行
うことを妨げるものではない」とい う条項を追加する案が、ガンダン寺管長の人民大会議議員酉.
チ ョイジャムツによって提出されている。支持者は過半数に達 したが、2度 集票 しても規定数に
達 しなかったため、決議は翌 日へと持ち越 された。12月31日 、再び第9条 の追加案が審議 され
た。少数派の意見としてH.バ ヤルツォグ トは、「もし憲法で仏教をこのように優遇するなら、そ








チ ョイジャムツの主張は、憲法前文に規定された 「国民国家制度 と歴史 ・文化の伝統を受け継
ぐ民主的社会の建設」とい う憲法の意義を踏まえたものであった。そして、第9条 の第1項 にあ





置 こうとするものではなかった。多くの側面から考えてみて、この項 目を入れるのが正 しいと考
えたわけである。 〔中略〕ともかく、この問題をその分野の法律上で再び話し合 う考えがあること
を議事録 に記 して頂きたい」[ApnHHDpxl992/1/3]と 述べている。実際、その条項は宗教法にお
いて採用 されることになった。
4.2.宗 教法 の成 立









このような意向に添 う形で宗教法の起草作業は進められていた。 しか し、1993年11月9日 、




































第9条 第1項 寺院を設立することについて、市民等が供出した申請書 を規約 とともに県、





程で形成されてきた 眠 族文化」の一部としての 「宗教」 という捉え方が通底 していることが分
かる。 さらに、第7条 第5項 に見 られるように、宗教が 「伝統的」であるべきことも前提 とされ
ている。第7条 第6項 では、そのような論理を一貫させるための、カザフ人の伝統 としてのイスラー
ム、仏教以前のモンゴル人の(そ して現在でも一部の部族の)伝 統 としてのシャマニズムに対す
る配慮も見 られるのである。
4.3.憲 法裁判所 における宗教法の審議
宗教法が成立す ると、すぐさま、民主党議員やキ リス ト教徒らがその違憲性を主張して憲法裁
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判所(注13)に 告訴 したため、1994年1月12日 には裁判が行われることになった。キ リス ト教
徒による告訴は、多少の驚きをもって受け止められたようである。アルディーン・エルフ紙は、「訴
状のなかでももっとも興味深いのは、ダルハン市のイエス ・キ リス トの信徒達によって送られた、
あらゆる宗教の自由の保障にっいて提出された要望である」[ApAbiH[!)px1993/12/17]と 伝 えてい






キリス ト教徒 らは、第4条 第7項 の 「外国からの組織的伝道の制限」、第4条 第8項 の 「僧侶 ・
聖職者の絶対数、寺院の所在の政府による監視 ・調整」、第7条 第5項 の 「モンゴル人民の伝統、
慣習に反する活動を行ってはならない」とい う文面、また同第6項 の 「モンゴル国における仏教、
イスラーム、シャマニズム以外の宗教の宣教、教化活動、宣伝を、その宗教の寺院の外で行 うこ
とを禁ずること」、第9条 第2項 の 「寺院設立に際する総本山の公式な許可の必要性」、第12条 第
2項 の 「宗教的な目的で来た以外の外国市民の伝道活動の制限」 とい うそれぞれの条項が、憲法
による信教の自由、信仰による差別の禁止、および国連の人権宣言の規定に反 していると主張す
る。特に、以,ダ シデンデ ヴは、宗教法の複数の条項が、明らかに 「キリス ト教徒の自由を束縛
し、差別 しようとする」意図を含んでいる点を指摘する。 さらに、H.ア ルタンチメグ、B.ツ ェ
レンダシらは、件の第4条 第2項 「政府は、人民の和合、文化的・歴史的伝統を尊重する観点から、
モンゴル国における仏教の優先的地位を尊重する」とい う規定の違憲性を特に主張する。その他
にも、第8条 第2項 の 「政府の管轄する学校、諸機関で宗教の教化、集会を開催することを禁ずる」
などが問題とされた。
法律作成側の代表として、宗教問題諮問委員会委員長r.ル バグワス レンは、「外国か ら宗教が








とともに芸術 ・文化 ・科学が普及 し、何世紀にもわたって受け継がれ、信仰 されてきた宗教であ















なかった立場が示 されている。つま り、反宗教政策の主体であった 「人民革命党」 自身による宗
教政策転換のためのレトリックが、宗教法に至るまで一一っの基調 となって通底 していることが分
かるのである。
憲法裁判所の判決によって、第7条 第6項 、第9条 第2項 、第12条 第2項 が宗教法か ら削除
され ることになった。 これらの条項の削除は、おお よそ信教の自由に対する過剰な規制や、宗教
団体への過度の干渉を根拠 としている。一方で、第4条 第2項 ・第7項 ・第8項 、第7条 第5項 、
第8条 第2項 、第9条 第1項 、第13条 第2項 ・第3項 は審議の対象 とな りながら削除されなかっ
た(表1参 照)。
特に、第4条 第2項 の維持は、仏教の優遇が 「伝統の尊重」 とい う観点でなされるべきである
ことを再確認 し、一方で、第4条 第7項 の判決理由は、外国から入ってくる宗教が 「国民の和合、
安全保障、社会の規律、大衆の健全、モンゴル人民の歴史的伝統 ・習慣」に対する脅威 とな り得
ることを認めた。そして、第7条 第6項 の削除は、おそらく2つ の意味をもつ。まず、キリス ト
教側の主張が認められ宗教活動に関する差別化の一部が取り除かれたことである。 しかし、一方






クと深 く関係 していたのである。本来、党の宗教政策における 「宗教」とは、ほとん ど仏教のこ
とを指 していた。それゆえ、「宗教」=仏 教を想定して起草されてきた新憲法や宗教法にとって、
キリス ト教など外国宗教の登場は青天の鐸震であった。彼らには、複数形としての 「宗教」を取
り扱 うための新たなレトリックが必要 となったのである。そこで彼 らがとった方策は、「宗教」を
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伝 統 的 な も の とそ うで な い もの とへ 分 け る こ とで あ っ た。 そ の よ うな 「宗 教 」 概 念 は 、社 会 主義
時 代 の 「民 族 主 義 」(Ha四 〇Ha朋3M)対 「国 際 主 義 」(MHTepHaHallHoHaJlva3M)と い う単 純 な 対 比 と
結 びつ き 、 民族 主 義 的 ニ ュ ア ンス を強 めて い った の で あ る(注17)。
条項 内容 判決 判決理由
国家は人民の和合、文化的歴史的伝統を尊重 憲法前文における 「国民の和合、歴史的 ・文化
4-・綿 繕 轟 ゴ燗錦 更象灘 合憲 購 纏瓢 欝 難翻歪躍 奮
教を信 じることを妨げるものではない。 た、宣言的性格を有する条項であ り合憲。
国民の和合、安全保障、社会の規律、大衆の健
宗教の権威、信者の信心を、政党、政治機関、 全、モンゴル人民の歴史的伝統 ・習慣を害する
4-7公 務員の利益のために利用す ること、および 合憲 非人道的宗教の本邦に対する布教の制限 とい
外国か らの組織的伝道活動を禁ず る。 う意味で、憲法お よび市民権 ・統治権に関する
国際条約の第18・19条 第3項 には矛盾 しない。
:耀1撚 簿}蕪箋ll灘灘 騨 胃
ない。
モンゴル国における仏教、イスラーム、シャ 寺院がモンゴルに存在しない他の宗教信者の
7-6マ ニズム以外の宗教の伝道教化活動、宣伝を、 違憲 伝道、教化活動、宣伝 を行 う権利を制限する内
その宗教の寺院の外で行 うことを禁ずる。 容を含む。
国家の管轄する学校 ・諸機関で宗教の教化や
薮・騨 懸謹 齢 講 懸 奢歎 合憲
ない。 モンゴル国憲法第9条 第3項 に規定された「国
寺院の設立について、市民か ら供出された申 家 と寺院の関係の法律による調整」の範囲内に
請書を規約 とともに県、首都の議会が審査 し、 お さまる問題であるため合憲。
9-1認 可の可否を決定す る。下付 された認可を基 合憲
に、法務を司る行政中央機関が寺院を登録す
る。
俳,輿 鑑 畠繍 犠 翻 蕪 畠の 違憲 謙 関内部の事情に国家が干渉する内容を
公式婚 可を受けていること。 含む・
本邦に宗教機関か ら宗教伝道の目的で来た以 宗教伝道以外の目的で来ている全ての外国市
12-2外 の外国市民 ・無国籍者の宗教宣伝活動を禁 違憲 民 ・無国籍者の基本的入権および信教 ・伝道の
ず る。 権利 に抵触す る内容を含む。
本法の第3条 第5項 、第4条 第3項 、第12
・掛・徽瓢 灘 騰 暢 鶴製鴨齢 合憲
を課す。 モンゴル国憲法第9条 第3項 に規定された「国
本法の第3条 第2項 ・第3項 、第4条 第6項 ・ 家 と寺院の関係 の法律による調整」の範囲内に
第7項 、第7条 第5項 ・第6項 ・第7項 、第 お さまる問題であるため合憲。
13・38条 第2項 に違反 した場合、刑法責任の回避 合憲
のために、法廷が5,000～25,000ト ゥグルグ
の罰金を課す。
表1憲 法 裁 判 所 で 審 議 対 象 と な っ た 条 項 と 判 決 、 お よ び 判 決 理 由
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5.「 伝 統 的 宗 教 」 と 「非 伝 統 的 宗 教 」
2001年 、 国 立 科 学 ア カデ ミー 宗 教 研 究 セ ン タ ー お よび モ ン ゴ ル 国 立 教 育 大 学 よ り、 『宗教 学 入
門(㎜auiuHCyA"all::)xnDxCypaxBzqHr)』 とい う学 生 向 け教 科 書 が 出版 され る。 そ の 第6章 第1
節 は 、 「伝 統 的 お よび 非 伝 統 的 宗 教 」 と題 され て お り、 そ こで 「伝 統 的 宗 教 」 は、 「特 定 の 国 、 民
族 の 社 会 生 活 、 文化 、 精 神 の 歴 史 に長 き に 渡 っ て 存 在 し、観 念 、 教 義 、 儀 礼 、価 値 観 、 規範 が 民
族 の 伝 統 、習 慣 、文 化 的 価 値 体 系 の な か に 浸透 し、 そ れ に よ って そ の 国 、人 民 の社 会 的 ・文 化 的
生 活 に不 可 欠 な要 素 、 特 徴 とな り、後 世 へ 受 け継 が れ て い く もの で あ る」 と定 義 され 、 「非 伝 統 的
宗 教 」 は 、 「歴 史 的 に最 近 形 作 られ 、 観 念 、 教 義 、 儀 礼 が 民族 的伝 統 ・文 化 にそ れ ほ ど深 く浸 透 し
て い な い 、多 くは外 国 か ら入 って きた も の で あ る。 そ の 国 の 危機 的 状 況 、急 激 な変 化 に 関係 して
生 じて きた 初期 に お い て は社 会 的 に 大衆 の支 持 、尊 敬 をそ れ ほ ど仰 い で い な い新 しい信 仰 の形 態 、
体 系 で あ る」[KaM6an2001:186]と 定 義 され て い る(注18)。
宗 教 学者C.ツ ェ デ ン ダ ン バ に よれ ば 、「非伝 統 的宗 教 」 とい う言 葉 につ い て 、「非 信 仰 的 な 宗 教 」、
「私 的 な宗 教 」、 「叛 逆 的 な宗 教 」、 「無 思 想 な 宗 教 」、 「よそ の宗 教 」、 「新 しい 宗 教 」 とい う偏 見 を伴
うイ デ オ ロ ギ ー化 され た 呼 び 名 が しば しば 与 え られ るが 、研 究 者 の あい だ で は 、 中 立 的 な 言 葉 と
して 「非伝 統 的宗 教 」 を用 い る こ とが 一 般 的 で あ る とす る[IlgngHnaM6al998;44]。 そ して 、 「非
伝 統 的 宗教 」が広 ま る要 因 と して 、古 い 「伝 統 的 宗 教 」が 時 代 に 見 合 わ な くな る こ と、「伝 統 的宗 教 」
か ら時 代 に合 っ た新 しい 分 派 が 出て くる こ と、 国 際 的 な文 化 交 流 の 影 響 、 自由 な伝 道 に よ る宗 教
の 多 様 化 な どを想 定 して い る 〔UDn3HnaM6al998145-46]。 特 に 、彼 が 「非 伝 統 的 宗 教 」 の モ デ ル
と して 挙 げ て い る の は 、 ヨー ロ ッパ 宗 教 改 革 時 の プ ロテ ス タ ン トで あ る。 そ して 、社 会 の発 展 に
合 わ せ て 宗 教 が 変化 す る とい う社 会 主義 的 な進 化 論 を背 景 に して い る。 そ して 、現 代 につ い て は 、
グ ロー バ リゼ ー シ ョ ンの 状 況 下 に お い て 「仏 教 が モ ン ゴル 文化 を保 存 、復 興 す る重 要 な 役 割 を担 っ
て い る とす れ ば 、他 の新 しい 諸 宗 教 は 、 モ ン ゴル へ の新 た な文 化 的 要 素 の 浸 透 に とっ て少 な か ら
ぬ影 響 を 有 して い る」[ツ ェデ ン ダ ンバ2007:144]と 「非伝 統 的 宗教 」 の社 会 的機 能 を説 明す る。
同 時 に、彼 は大 統 領 府 直 轄 の 宗 教 諮 問 委 員 と して の 実 践 的 立場 か ら 「伝 統 的 宗 教 」 と 「非伝 統 的
宗 教 」 の適 切 な調 整 の必 要性 を 主 張す る。
「非 伝 統 的 宗 教 」 を 中立 的 概 念 とす る ツ ェ デ ン ダ ンバ の 意 図 とは裏 腹 に 、 「伝 統 」 とい う価 値 の
重視 と仏 教 擁 護 の態 度 は 、 多 くの 研 究 者 か ら看 取 され る。 ツ ェデ ン ダ ンバ が 「宗 教 」 に つ い て の
この 類 型 論 を提 示 した の は、1998年 に行 われ た 「国家 と寺院 の 関係 につ い て一 現 代 」 とい うシ ン
ポ ジ ウ ム の席 上 で あ っ た が 、 そ こで は 、 む しろ 「伝 統 的 宗 教 」 の擁 護 が積 極 的 に叫 ばれ て い た の
で あ る。 例 え ば 、 国 立科 学 ア カ デ ミー 言 語 文 芸研 究 所 の 刀.ツ ェ レン ソ ドノ ムは 、 モ ン ゴル に お
け る国 家 の 宗教 に対 す る 関 わ り方 の 「歴 史 的伝 統 」 につ い て 、 次 の よ うに 論 じて い る。
}3世 紀 半 ば に 、 モ ン ゴル 人 が シ ャ マ ニ ズ ム を 仏教 に取 り替 え て 以 降 、 仏教 は 、全 て の 秘密
の主 、偉 大 な る威 光 、 力 、 権 化 に よ って 一 切 の動 物 の 平和 の調 停 者 た るオ チ ル バ ー 二仏 を 国
家 の崇 拝 仏 と して祭 祀 して きた の で あ る。 それ ゆ え 、 モ ン ゴル の ヨE侯 ・貴 族 が オ チ ル バ ー 二




















て、伝統的な仏教に対す る人々の信心が復活 し、寺院の豊かな教化活動が活性化 したと言え








伝統的宗教と同時に、近年新 しく浸透 してきた諸宗教は、複雑な問題を我々の前に提示 し





このように、政治的言説 と学問的言説は密接に連動 しなが ら、両者において 「伝統的宗教」と 「非
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伝 統 的 宗 教 」 の二 分 法 が 「伝 統 」 に対 す る価 値 非 中 立的 な態 度 に結 び つ け られ て い く。
モ ン ゴル に お け る宗 教 研 究 で は 、教 義 ・組 織 ・信 者 ・儀 礼 な どが 一体 と な った 、 あ る特 定 の 宗





っいての新 しい判断基準の提供でもある。それは、2004年12月 に行われたシンポジウム 「宗教
を信 じる、あるいは信 じない権利、自由」(注19)や 、2006年12月 に行われたシンポジウム 「モ
ンゴルにおける宗教の現状 とその研究」でも積極的に議論された。そこでは、必ず、仏教に 「モ
ンゴル民族の伝統を維持させる」役割が担わされ(注20)、 一方でキリス ト教など新 しい宗教が 「良
い」か 「悪い」か、それをどこまで許容 し、どこまで制限するべきかが検討されたのである。
このような学術的言説は、一般的な言説 とどのように関係 しているのだろうか。キ リス ト教を
外部か ら「表面的な信仰であり本当の宗教ではない」と評価する言説はしばしば耳にする。しかし、
社会主義による言説が レトリカルに再解釈 されていたように、論理的に整頓 された政府や学界の
言説も、大衆の意識 に対する影響力は限られている。それは、仏教に対する人々の多様 な認識に
も表れている。家庭で受け継がれてきた多くの 「伝統」にっいて、それが 「宗教」と意識されて
いない場合があるように、人々のあいだで 「伝統」と 「宗教」は必ず しも一致す るものであると
は限 らない。 しか し、それでも、「宗教」にっいての政治的言説と学術的言説が、モンゴルにおけ
る 「宗教」の認識のより普遍的な傾向の一部を表現していることは確かである。
6,お わ りに
モンゴルにおいて 「宗教」 とい う概念は、社会主義によって概念 として設定され、近代化へ向
けて同時代を克服するために対象化されてきた。っま り、社会主義的無神論の理念は、「宗教」と
いう概念 を徹底的に普遍化、一般化し、それを対象化 して揚棄することにあったはずである。そ
こでは、宗教そのものの本質的理解を基盤としなが ら、ある特定の 「宗教」を越 えたものまでが
射程に入れ られていた。 しか し、その試みが社会主義崩壊によって失敗に終わると、その概念は、
逆により個別化 した状況へと結びついて分割、固定化 されていく。つまり、移行期の人民革命党
政府による宗教言説においては、「宗教」は、ほぼ仏教だけを指す言葉として用いられていた(注
21)か と思えば、キリス ト教とい う 「新たな宗教」の登場によって、それは 「伝統的なもの」と 「非
伝統的なもの」に分けられてい くことになったのである。
人民革命党によって 「非伝統的宗教」っま り本当のものではない宗教とい うレッテルを貼 られ









か で あ ろ う。
注
(1)現 在 のモ ン ゴル にお け る仏 教 は チ ベ ッ ト系 の 仏 教 で あ る。1578年 、 モ ン ゴル の アル タ ン ・ハ ー
ンは 、 チ ベ ッ ト ・ゲ ル ク派 の 高僧 ソナ ム ・ギ ャ ム ツォ と青 海 湖 に 程 近 い チ ャ ブ チ ャ ール とい う揚
所 で 会 見 を行 い 、 そ こで 仏 教 に 帰依 した。 そ の 時 、彼 が ソナ ム ・ギ ャム ツ ォ に 与 え た称 号 が 「ダ
ライ ・ラマ 」 で あ る。 それ 以 降 、 ゲル ク派 の仏 教 が 急 速 にモ ン ゴル に 浸 透 し、 そ れ に よ っ て 両 国
は 政 治 的 に も緊 密 な 関係 を築 い て い く。 一 方 、現 在 のモ ン ゴル にお け るイ ス ラー ム は 、 モ ン ゴル
国 人 口の約4%を 占 め る カザ フ人 な どに よ って信 じ られ て い る。
(2)こ の 政 治 改 革 は、 一 向 に 進 展 しな い 経 済 政 策 の行 き詰 ま り[鯉 渕1988]の 打 開 を 目指 した も
の だ った 。 特 に 、 党 内 民 主 化 の 推 進 、 党 と国家 機 関 の 分離 、 選 挙 制 度 の 民 主化 、議 会 の 活 性 化 、
権 限 の分 権 化 、 司法 制 度 の 強 化 な どで 、 ほ とん どが ソ連 の改 革 をそ の ま ま 真 似 た も の で あ っ た
[鯉 渕19911180]。 そ の 中心 的 課 題 は党 内 民 主 化 の 推 進 で あ っ た が 、 そ の 後 の数 回 に わ た る会 議
を経 て も、 新 憲 法 や 新 党 綱 領 な どの 制 定 に よ る 具 体 的 な方 向性 は示 され な か っ た[鯉 渕1990:
71]。
(3)1989年 元 旦 の ウネ ン紙 に は 「改 編 の 年 」 の 文宇 が躍 る。
(4)旧 正 月 は 、 社 会 主 義 時 代 で も完 全 に 禁 止 され て い た わ け で は な い。 そ れ は、 草 原 部 で は 「牧
民 の祭 り」 とい う名 の社 会 主義 的祭 日 と して実 施 され て お り、都 市 に お い て も 「公 然 と」 で な け
れ ば行 うこ とが で き た。
(5)よ り詳 しい キ リル 文 字 化 の 過程 に っ い て は 、栗 林2007を 参 照。
(6)そ の 背 景 に は 、 中 ソ関係 の 悪化 とい う外 交 的 問題 も あ っ た。
(7)当 時 に お い て は 、 ま だ ソ ビエ トの影 響 力 は 強 く、改 革 そ の もの が ソ ビエ トに倣 って 進 め られ
た もの で あ り、 自然 と限界 づ け られ た もの で あ った 。 特 に 、 ゴル バ チ ョフ に よ る 「一 党 制 の枠 内
で の 民 主化 プ ロセ ス 」 とい う方 針 が 、改 革 の幅 を きつ く制 限 す る もの とな っ て い た[鯉 渕2000:
373]。
(8)こ の よ うな や り方 に 対 して新 た な粛 清 で あ る とい う非 難 の声 も あ った 。
(9)実 際 に は 、2月21日 夜10時 を期 して行 われ 、22Hま で 及 ん だ ら しい 、 とい うこ とが 田 中克
彦 に よ り記 され て い る[田 中 三992:90】。1990年2月23日 の ウネ ン紙 に は 、「昨 日倒 され た」とあ る。
(10)ウ ラ ンバ ー トル にお け る二 人 の 立 像 の 行 方 は 象 徴 的 で あ る。 市 内 中 心部 に あ る人 民革 命 党
本 部 と ウ ランバ ー トル ・ホ テ ル の 前 の 広 場 に は今 で も レー ニ ン像 が 立 ち続 け てい る。 一 方 、 中央
図 書館 前 か ら撤 去 され た ス ター リン像 は、 町 は ず れ の 地 下 に あ るデ ィス コ ・バ ー にひ っそ り と仔
ん で い る の で あ る。
(11)歴 代 の 大 統領 とはrl.オ チ ル バ ト(2期)、H,バ ガ バ ンデ ィ(2期)、H.エ ン フ バ ヤル(現 職)
で あ る。1996年 に行 わ れ た モ ン ゴル 国 大 会 議 総 選 挙 で は 野 党 民 主 同盟 が 勝利 す る が 、大 統 領 自
身 は 、 党 内 の候 補 者 選 挙 で 負 け て、 民 主 連 合 に鞍 替 え して 出 馬 ・当選 した2期 目のオ チ ル バ トで
あ る。 そ の期 間以 外 は 、全 て の大 統 領 が 人 民 革 命 党 か ら輩 出 され て い る。
(12)例 えば 、1993年8Hl2日 の ウネ ン紙 上 に は 、 「外 国 に 脆 くの が我 々 の病 」 と題 され た 記
事 が 投 稿 され る。 そ こ で 「キ リス トとい う宗 教 の 名 前 は 聞 い た こ と ぐ らい しか な い モ ン ゴル 人
で あ るが 、 最 近 、 そ の宗 教 は 、『民 主 化 の 功 徳 』 に よ っ て 、 あ ち ら こち らで 若 者 の あ い だ に 浸透
し始 め た。 つ ま り、 彼 らは科 学 情 報 セ ンタ ー や モ ン ゴル 子 供 学 習 セ ン ター を 次 々 と開 館 させ た。
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現在は、穏和な感 じを醸し出し、若者に宗教を浸透 させているが、恐れ知らずを長持ちにしのび
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込 ま せ て 取 り込 ん だ 国 が 、今 後 、そ の従 順 な頭 の なか に どん な 見 識 や 思 考 を含 ませ られ る の か知
る よ し も ない 」 とキ リス ト教 の 広 ま りに 対す る警 戒 心 が 明か され て い る。
(13)法 律 の合 憲性 を審 査 す る特 別 裁 判 所 。1992年 の モ ン ゴル 国憲 法 に よ って 設 置 され た 。
(14)ま た 、 民 主 党議 員 に 関 して は 、人 民革 命 党 与 党 の国 家 大 会 議 で 成 立 した他 の 多 くの 法律 に
対 して も憲 法裁 判 所 へ の 告 訴 を行 っ て い るが 、宗 教 の 問 題 に 関 して は 民 主 党 とア メ リカ との繋 が
りを指 摘 す る人 もい る。
(15)宗 教 法 に 関す る 憲 法裁 判 所 にお け る 申請 、釈 明 の 内容 、 討 論 の概 要 、 結 論 に つ い て は
MYYxll2000:72-79を 参 照 。
(16)し か し、 一方 で 、 実 際 の宗 教 政 策 自体 は、 多 くの外 国 宗 教 に 対 して も比 較 的 寛容 で あ っ た
こ と は、 キ リス ト教 の 多 くの 宣 教 師 た ち も認 め て い る。 っ ま り、 宗 教 法 に も 、 「宣 言 的 」 と表 現
され た よ うに 、 そ の 民族 主 義 的 特徴 は観 念 的 で あ る と言 って よい 。
(17)モ ン ゴル で は 「民族 主義 」 とい う語 は 、社 会 主 義 時 代 に 民 族 と宗 教 の 弾圧 を 正 当 化す る 際 に 、
攻 撃 対 象 と して 中心 的 な役 割 を果 た して き た た め に 、民 主 化 以 降 に は 逆 に 否 定 的 な ニ ュ ア ン ス で
用 い る こ とが 極 め て 難 し くな っ て い る。 社 会 主 義 時代 、"HallHOHaJIM3M"と い うロ シ ア 語 の 外 来
語 に は、"YH」1[cDpx3xY3gJI"と い う国 粋 主 義(chauvinism)に 近 い 否 定 的 な ニ ュ ア ンス の 訳 語 が 当
て られ る こ とが 多 か った が 、 民 主化 以 降 に は"YHA3CHvatiY3311"と い う よ り中立 的 な語 が 用 い ら
れ る よ うに な り、 そ れ に よっ て も"HaUHOHanH3M"と い う語 の肯 定 的 な ニ ュ ア ンス は 強 く な っ て
い る。
(18)こ の定 義 は 、1[gn3HAaM6a1998:44の 定 義 をほ ぼ そ の ま ま踏 襲 した もの で あ る。
(19)シ ン ポ ジ ウム の 各発 表 と討 論 につ い て は、1-aHTyfla2004を 参 照 。
(20)そ こ に は 、 多 くの場 合 、役 割 を担 い切 れ て い な い 仏 教 の 現 状 に 対 す る 批判 が加 わ る。
(21)こ の よ うな 「宗 教 」 とい う語 の仏 教 的 ニ ュア ンス の 強 さに は 、 そ の語 が モ ン ゴル 語 に訳 さ
れ る とき に サ ンス ク リ ッ ト語 起 源 の仏 教 用 語 が 当 て られ た こ と、 ま た 、社 会 主義 時代 に外 国宗 教
の流 入 が 阻 害 され る こ とに よ り、 こ の概 念 の一 般 化 、 相 対化 の機 会 が失 われ て い た こ とが 関係 し
て い る と思 われ る。
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